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  本論文の最終試験（口頭試問）は、4 名の論文審査委員のほか、3 名の陪席者を得て、
2020 年 5 月 14 日 10:10～11:40 に同期型ビデオ会議で実施された。もともと本研究指
導の主査は田仲康博教授が、副査は千葉眞教授と毛利勝彦教授が担当していたが、担当
教員の退職に伴い、論文審査委員会が再編成された。第 1 回目の学位請求論文最終草稿
の審査は、2018 年 10 月３日に実施されたが、理論と分析結果を結びつける努力が必要




































 第 I 部における詳細なアーレントの読み直しに比べて、第 II 部と第 III 部の柏崎での
フィールド研究の諸事例の配置が総花的であることのギャップがなお見られる。また、
柏崎の諸事例を説明するためにアーレントの活動論を地域研究に演繹的に適用したの
か、それとも柏崎の諸事例から帰納法的にアーレントの政治哲学を精緻化しようとした
のか、その比重がどちらにあるのかが必ずしも明確でないことなど構成上の弱点がある
ほか、目次や参考文献一覧のスタイルなど形式要件の不備も指摘された。 
 その一方で、中越沖地震でも原発震災があったにもかかわらず、なぜ柏崎の人びとが
無言であり続けたのか、また、そうした中で東日本大震災の原発震災後に一部の人びと
がなぜどのように「発話」に至ったのかの過程分析と要因析出に成功していること、重
要な論点について独自の理論的概念化を活用した見解が提示されていることが確認さ
れ、審査委員会は全会一致で学位請求論文の最終試験を合格と判断した。 
